
高島小学校，手宮中央小学校，北陵中学校 

 

【3 校の教育目標】夢や目標の実現を目指し，たくましく生きる北小樽の児童・生徒の育成 

 高島小・手宮中央小・北陵中の３校では，過去３年間，小樽市の小中一貫教育「推進指定」を受け，

取組をすすめてきました。今年度は，昨年度に引き続き，２つの加配の位置づけを以下のように整理し

つつ，コロナ禍で最大限できることを考えながら取組をすすめていきます。 

 ○学園制加配活用事業……主として学習面 ⇒教科担任制，合同授業，９年間の教育課程 

 ○中１ギャップ未然防止…主として生活面 ⇒いじめ，不登校の未然防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和３年度 小中一貫教育推進委員会（中１ギャップ検討委員会）＞ ◎部長 ○副部長 

学校名 教 頭/主 幹 教 務 研修・研究 生活指導 

高島小学校 草島拓也  吉田 肇  鎌田委美 ○堀越慎也 

手宮中央小学校 小寺友興 ◎薮田晃一 ◎平口山立治  岩下真樹 

北陵中学校 庄司真人/齊藤敏弘 ○福井学志 ○青柳由美 ◎白濱 哲 

～会議録から主な内容を抜粋～ 

○教育課程部会（担当）庄司教頭，吉田先生，薮田先生，福井先生 

・６年生合同授業は，乗り入れに変更。6/28 高島，手宮は後日調整。図工と体育で実施 

○学力向上部会（担当）小寺教頭，鎌田先生，平口山先生，青柳先生 

・３校の研究主題の共通の視点は「振り返り」を中心にする。 

・８/20 の小中合同研修会の流れは 

 アンケート結果交流 ⇒小グループ意見交流 ⇒全体交流 

○生徒指導部会（担当）草島教頭，逸見先生，岩下先生，白濱先生 

・３名体制で学級を見ている。校外飛び出しへの指導 

 ・校外生活指導・地域から連絡（公園で大声，花火など） 

 〔中１ギャップ検討委員会〕 

 

小学校高学年における教科担任制を導入する

とともに、子供が切磋琢磨できる学習環境の

整備や義務教育９年間を見通した教育課程を

編成・実施することで、学力向上や中１ギャ

ップの解消を図る。 

学園制加配 

活用事業  

不登校児童生徒の減少と学力向上を目指し、

小・中９年間の生徒指導方針の共有、教育課

程の編成を行う。 

中１ギャップ問題 

未然防止事業 

 

小樽市における小中一貫教育の 5 つの視点 

小樽市小中一貫教育 

基本方針 

９年間での学力や体力の向上 中 1ギャップの解消 


